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 責任者 

青山剛史, 航空技術部門数値解析技術研究ユニット 
 

 問い合せ先 

宇宙航空研究開発機構, 上野 真(ueno.makoto@jaxa.jp) 
 

 メンバ 

上野 真, 鳥井田 浩也, 上野 優子 
 

 事業概要 

数値シミュレーションの検証に必要な風洞試験及び飛行試験との比較を数理モデルを介して実施す
ることによって効率化することをめざす研究 

 
 

 JAXA スーパーコンピュータを使用する理由と利点 

飛行機全機周りの計算を含むため多重並列計算が必須であり, 高速流体計算プログラム FaSTAR も
最適化されているため, JSS2 を選択した. 

 

 今年度の成果 

ビジネスジェット機形状の飛行試験結果を地上試験結果と比較するために, 数値流体力学(CFD)解
析を実施した. 具体的には, 飛行試験高度の変化による空力特性の変化, および風洞試験におけるレ
イノルズ数不足の影響とスタビライザ効きを検証するための解析を実施した.  

(成果未公表につき, 図は非公開) 
 

 成果の公表 

なし 
  

空力モデル構築・比較の効率化 

－352－

宇宙航空研究開発機構特別資料　JAXA-SP-20-002

This document is provided by JAXA



JAXA スーパーコンピュータシステム利用成果報告(2019 年 4 月～2020 年 3 月) 

- 356 - 
 

 
 

報告書番号：R19JDA201N05  
利用分野：航空技術  

URL：https://www.jss.jaxa.jp/ar/j2019/11451/  

 責任者 

青山剛史, 航空技術部門数値解析技術研究ユニット 
 

 問い合せ先 

宇宙航空研究開発機構, 上野 真(ueno.makoto@jaxa.jp) 
 

 メンバ 

上野 真, 鳥井田 浩也, 上野 優子 
 

 事業概要 

数値シミュレーションの検証に必要な風洞試験及び飛行試験との比較を数理モデルを介して実施す
ることによって効率化することをめざす研究 

 
 

 JAXA スーパーコンピュータを使用する理由と利点 

飛行機全機周りの計算を含むため多重並列計算が必須であり, 高速流体計算プログラム FaSTAR も
最適化されているため, JSS2 を選択した. 

 

 今年度の成果 

ビジネスジェット機形状の飛行試験結果を地上試験結果と比較するために, 数値流体力学(CFD)解
析を実施した. 具体的には, 飛行試験高度の変化による空力特性の変化, および風洞試験におけるレ
イノルズ数不足の影響とスタビライザ効きを検証するための解析を実施した.  

(成果未公表につき, 図は非公開) 
 

 成果の公表 

なし 
  

空力モデル構築・比較の効率化 

スーパーコンピュータシステム利用成果報告 年 月～ 年 月

利用状況

⚫ 計算情報

⚫ 利用量

総資源に占める利用割合※ ：

内訳
計算資源

計算システム名 コア時間 コア・ 資源の利用割合※

ファイルシステム資源
ファイルシステム名 ストレージ割当量 資源の利用割合※

アーカイバ資源
アーカイバシステム名 利用量 資源の利用割合※

※ 総資源に占める利用割合： つの資源 計算ファイルシステムアーカイバ の利用割合の加重平均
※ 資源の利用割合：対象資源一年間の総利用量に対する利用割合

プロセス並列手法
スレッド並列手法 非該当
プロセス並列数
１ケースあたりの経過時間 時間

－353－

JAXA スーパーコンピュータシステム利用成果報告 （2019 年 4 月～ 2020 年 3 月）

This document is provided by JAXA


